
圏ミャンマ ー の先輩に問ぅ！
このコ ー ナ ーでは、 MYANMARJAPON代表の永杉が毎回、ミャンマ ーの第
一線で活躍するリ ーダー と対談し、‘‘現代ミャンマ ー’'の実相に迫ります。

第6回
明治学院大学国際学部

国際学科名誉教授
ミャンマー経済研究コンサルティング

(MERAC)代表

江橋正彦氏

一 ミャンマー経済研究の第一人者に問う、今後の展望とリスク
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ミャンマ ーの展望とは
アジアのフロンティアか

永杉 本日はお忙しい中、お時間を頂
戴しましてありがとうございます。

ミャンマー は 「アジア最後のフロン

ティア」として注目を集め、世界中から

多くの投資家や観光客などをひきつけ

ていますが、実際、ミャンマー経済をど
う見たらよいのでしょうか。

江橋 日本の約2倍近い国土面積と約

力を信じる人が多いのは確かです。し 程度の実質成長を遂げたとみてよいと
かしながら、国内の民主化勢力や少数 思います。

民族を押さえつけてきた軍事独裁政権 近隣アジア諸国に比べ低成長率の理

への国民の反感に加え、年々強化の一 由はいくつかあげられますが、何より
途をたどった欧米諸国の経済制裁のせ も長期にわたる欧米諸国の経済制裁

いで、ミャンマーの潜在力は眠ったま で、援助はもちろん、直接投資や貿易ま

までした。 でも大きく制約され、国際分業の利益

そのミャンマーが、ご存じのように、 をほとんど享受できなかったことが大

2011年3月からテイン ・ セイン政権の きいでしょう。

もとで民主化と経済改革が推し進めら 注目すべきは、テイン ・ セイン政権下

れました。その結果、欧米諸国の経済制 の改革で、IMFの指導の下、為替レ ー ト

裁は事実上撤廃され、日本や欧米諸国 は市場レ ー トに一本化され、中央銀行

の投資や援助が流入し、IMF（国際通貨 が独立し、マクロ経済管理はより合理

基金）や世界銀行などの国際金融機関 的な運営が行われるようになりまし

もミャンマ ー 支援を開始しました。90

年代半ばの一時的なミャンマーブー ム
とは異なり、今度のブー ムは本物で、ま

さに、 「アジア最後のフロンティア」の

幕開けと言えるでしょう。

この国の経済の動向
想定を上回る成長見込み

永杉 つまり、 大変大きなポテンシャ
リティを秘めた 「フロンティア」 です
ね。 しかし、 IMFをはじめとした各機

関それぞれがミャンマーの経済統計を

出しており、 私どもも本当の数値を把

握するのに苦労しています。 ミャン
マーの実体経済はどうなっているので
しょうか。

江橋 ミャンマーの経済統計は、市場

経済化の中で成長したはずの民間部門

の生産活動をほとんど捕捉できていな

いほか、1999年以降の経済成長率が過

大すぎるなど、多くの問題を抱えてい

た。国家予算は国会で議論され、国防費

のシェアは大きく縮小、保健や教育の
予算が増加しました。外国の援助と直

接投資が流入し、それに伴って貿易も

大幅な伸びを示しています。鎖国状態
から一気に開国が加速しています。

したがって、ミャンマー経済を見る

際、これまでの延長で考えると見誤り

ます。IMFは、ミャンマー経済は今後の

5年間、平均約7％の実質成長を続ける

と予測しています。天然ガスの輸出と、

外国からの投資や援助による建設活動

などが経済のけん引役となるとみられ

ていますが、実際はこれを上回るス
ピードで成長する可能性が大いにある
と言っていいでしょう。

立ちはだかるリスク
電力不足の解消がカギ

永杉 ヤンゴンに住んでいる者の実感

として、私も IMFの平均7％と言う成長
6,000万の若い人

口を持ち、鉱産 ・ 日本屈指のアジアウォッチャ ー

農産資源が豊富 ミャ ‘//マ--Kこ券村し沐見線を打川しナる I里由は

率は間違いなく
達成 で き る よう

な気がしますが、

で、隣国に中国、 日本の大手企業

て正確につかむことができません。し のほとんどは、 「インフラも満足に整備

かし過去10年、少なくとも年率4~5% されていない国への進出にはまだ早

インドの巨大市場を抱え、勤勉で穏や
かな国民性を有するミャンマーの潜在
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ミャンマ ー のGDP成長率とインフレ率推移(%)
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出所：IMF Country Report, August 2013 

い」と考えているようです。ミャンマ ー

の経済 成長のリスク要因をどう見ます

か。

江橋 成長を阻害する最大の問題は電

力不足です。しかし、深刻な電力不足を

克服した前例はあります。1992年 11月

に日本の円借款がベトナムヘ再開され

た時、同国は深刻な電力不足に陥って

いました。電力以外の経済 インフラも

現在のミャンマ ーよりもはるかに劣っ

ていました。しかし、日本の円借款がベ

トナムの電カセクタ ーと輸送セクタ ー

に集中した結果、3年ほどで停電から脱

することが可能になり、道路、橋、港湾、

通信などのインフラも着実に整備され

ていきました。

アキノ政権末期のフィリピンの電力

不足もまた深刻でした。後継者のラモ

ス大統領は 1年以内に停電をなくすこ

とを約束し、それを実現しました。外資

をBOT(Build-Operate and Transfer)の

形 で発電事業

に呼び込み、多

く の発電プロ

ジェク ト が 同

時 に立ち上

が っ た 結 果 で

した。外資をひ

き つ け る 電 力

料金を約束し、

法制 度 を 整 備

し、燃料確保に

政府が協力 す

る な ど 外資 が

安心 し て発電

事業 に専念 で

きる体制を造ればいいのです。ミャン

マ ーにできない理由はないはずです。

長い間、電気料金が電カコストをは

るかに下回るところで設定され、発電

すれば赤字が増える環境下にあって、

ミャンマ ーは電力生産への投資資金を

自力では調達できませんでした。その

ため、現在でも人口の7割に電気が供給

されていない状態です。農村に電気が

供給されれば、人口の7割が住む農村が

近代化に向かい、農業の生産性は一気

に高まるでしょう。

米国農務省の統計によると、ミャン

マ ーのヘクタ ール当たりのコメの生産

は 2.6トンでベトナムの約半分にとど

まっているわけで、今後、生産性の上昇

によって、コメの一大輸出国に成長す

る潜在力を持っているでしょう。農村

の貧困削減と近代化に成功するかが

ミャンマ ー の将来の鍵を握っており、

そのキー ワ ー ドは電気と言えます。
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持続的な経済発展に向け
次なる仕掛けや方策に期待

永杉 最近も乾季になったせいか以前

より停電が頻発している感がありま

す。 実際に生活してみると数多くの問

題にぶつかりますが、 他に経済面など

のリスクはないのでしょうか。

江橋 ミャンマ ーの将来を占う上での

リスクは、少数民族武装組織との和平

がどうなるか、ムスリム系住民との対

立が回避できるのか、2015年以降の政

権の統治能力は大丈夫かという政治問

題にあることは否め ません。国軍が

リ ー ドする形で「規律ある民主主義体

制」をとってきたため、これまでの困難

な過渡期を最小の犠牲で乗り切りまし

た。たぶん、15年の選挙後もこのような

体制が激変するようなことはなく、実

質的に現在のような体制維持の仕掛け

が用意されるのではないでしょうか。
一方、経済発展のために必要な有能

な官僚や、熟練の技術者・労働者の不足

は覆うべくもない事実です。義務教育

制度の導入による初等・中等教育の拡

充と職業訓練、高等教育の拡充を最優

先するとともに、約500万人にも上る

海外に出ているミャンマ 一 人熟練技術

者・労働者の帰国を奨励する方策も真

剣に検討すべきでしょう。

永杉 現場主義で培われたお話は大変

勉強になりました。 学生時分以来です

（笑）。 これからもミャンマ ー経済研究

の第一人者としてのこ活躍を心から祈

念しております。

NAGASUGIYUTAKA唸学生時代に起業、 米国
永住権取得後米国、 中国に移住し現地法人や
事務所を設立。 現在はヤンゴン在住、 国際ビ
ジネスアドバイザー として法人設立から現地
企業の紹介、 販路開拓など幡広くミャンマー

ビジネスの進出支援を務める。 ヤンゴン和僑
会（準備室）代表、 一般社団法人日本ミャン
マー友好協会副会長。

Dec2013 M"暉AR』●m  




